
 

 
 

 

 
 

立命館大学大阪いばらきキャンパス講座 

第８回ガーデニング講座 
―冬を越えて、春を迎える草花集合！― 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日  時  2015 年 １１月 １４日 （土 ） 午 前 ９時 30 分 ～11 時 30 分  
 

■場  所  立 命 館 大 学 大 阪 いばらきキャンパスＣ棟 ３階 ラーニングシアター（Ｃ373） 
 

■プログラム １．ガーデニングにもっと季 節 を取 り入 れる 
 

 ２．「バルコニーガーデン」を素 敵 にするコツを身 につけよう 

 ・バルコニーの環 境 、形 状 の特 徴 を知 り、有 利 に生 かす工 夫  

 ・バルコニーガーデンを魅 せるデザイン 
   

 ３．みんなで「寄 せ植 え」をつくろう！  

 ・コンテナガーデンの基 礎 と長 持 ちさせるコツ  

 ・気 軽 につくる寄 せ植 え、管 理 のポイント 

 

■講  師   髙 田 昇 （都 市 プランナー・ガーデンデザイナー・立 命 館 大 学 客 員 教 授 ）
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第７回ガーデニング講座 アンケート結果のご紹介 （2015 年 ７月 ４日 実 施 ） 

 

講 座 テーマは『ハーブをもっと楽 しむ、もっと生 かす―健 やかで豊 かな暮 らし』で開 催 し、「ガ

ーデニングをもっと知 ろう」「ハーブを楽 しみ、生 かすガーデニング」などの内 容 で、112 名 の方

が参 加 されました。 

 

(１)講 座 の感 想 について （数 字 は％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)特 に興 味 を持 った講 座 内 容 について 

 

 

 

 

 

 

 

(３)今 後 の講 座 の企 画 の希 望 について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.5 

64.4 

59.6 

27.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

１．ガーデニングをもっと知ろう！

２．ハーブのお話

３．ハーブの活かし方

４．「ハーブの庭」を作ってみよう

52.9 

24.0 

36.2 

37.5 

26.9 

20.2 

23.1 

47.1 

24.0 

28.8 

36.5 

53.8 

7.7 

1.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

１．寄せうえ・バルコニーガーデン

２．ハンギング

３．ハイドロカルチュア（ミニ水耕栽培）

４．インテリアガーデン（観葉植物）

５．苔園芸・苔玉作り

６．ハーブの庭、生かし方

７．ハーブティの入れ方、試飲

８．リース（クリスマス・お正月向け）

９．ガーデンデザインの方法

10.庭づくりの基礎の勉強

11.草木の手入れの仕方の勉強

12.素敵なガーデンの紹介、見学

13.その他

無回答

76.9  34.5 

3.4 
3.4 

とても良かった まあ良かった

普通であった

無回答

あまり良くなかった ０％
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(４)  キャンパスガーデンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

■講 座 当 日 の様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.2  7.7  7.7  14.4 

ほぼ良い

一部見直すところがある

その他

無回答

全体として見直すほうが良い ０％



 

3 
 

 

１．ガーデニングにもっと季節を取り入れる 

 

日 本 は、世 界 でも稀 な気 候 、季 節 に恵 まれた土 地 柄 にあります。 

特 に関 西 は、年 間 を通 じて適 度 な温 度 の変 化 、雨 量 があり、ガーデニング適 地 ・世 界 一 とい

っても良 いロケーションです。 

季 節 のことをもっと知 り、生 かして、季 節 の移 り変 わりをもっと繊 細 に表 現 し、楽 しむ「八 季 」の

ガーデニングがおすすめです。 

 

１．「和食」はなぜ「世界遺産」？ 

―「自然の尊重」という日本人の精神を体現する社会的習慣 
  

和 食 が世 界 の文 化 遺 産 に登 録 される見 通 しとなりました。それはすしや天 ぷらでもなく、上 等 の

懐 石 料 理 でもない、普 通 の生 活 文 化 として培 われてきた一 汁 三 菜 、惣 菜 が食 文 化 として認 め

られてのこと。実 はこのことは私 たちがめざしているガーデニングと通 じるところがあります。 

 

 

 

 

 

 

「和 食 」の文 化 遺 産 としての価 値  同 じ価 値 基 準 からの「Ｊガーデン」の特 徴 と可 能 性  

１. 新 鮮 で多 様 な食 材 と、その持 ち

味 の尊 重  

落 葉 ・常 緑 樹 、針 葉 ・広 葉 樹 、高 ・中 ・低 木 、宿 根 草 ・一 年

草 、地 被 類 、湿 性 ・水 性 植 物 、苔 類 、シダ類 と多 様 な植 物 が

あり、それらの持 味 を生 かした多 彩 なガーデンができる。 

２. 栄 養 バランスに優 れた健 康 的 な

食 生 活  

一 年 を通 して、無 理 なくガーデニング行 動 ができて、心 身 の健

康 につながると共 に、五 感 に訴 える植 栽 により、ガーデン空 間

そのものが癒 しや情 操 を育 む場 となる。 

３. 自 然 な美 しさや季 節 の移 ろいの

表 現  

日 本 の身 近 な自 然 にみられる美 しい風 景 ―里 山 、雑 木 林 、

野 原 、田 園 、小 川 、池 などをモデルにしつつ、人 の手 を加 え、

デザインすることでより美 しい自 然 を表 現 できる。 

４ .  正 月 行 事 などの年 中 行 事 との

密 接 な関 わり 

「生 花 」はもとよりお茶 席 に生 かせる「茶 花 」や、「春 の七 草 」

「秋 の七 草 」「花 見 」「月 見 」そして「俳 句 」や「短 歌 」、「和 装 」

「和 菓 子 」などと深 くつながっている庭 の草 木 。 
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■日 本 各 地 の気 候  

〔大 阪 ・神 戸 〕 〔東 京 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 本 列 島 近 海 の海 流  

１.黒 潮   

２.黒 潮 続 流   

３.黒 潮 反 流   

４.対 馬 暖 流   

５.津 軽 暖 流   

６.宗 谷 暖 流   

７.親 潮   

８.リマン（Liman）寒 流  

 

 

〔沖 縄 ・那 覇 〕 〔北 海 道 ・旭 川 〕 
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２．「八季のガーデン」をどう取り入れるか？ 

「八 季 のガーデン」と言 っても、年 に８回 草 花 などを入 れ替 えるのではやってられないし、そも

そものねらいが日 本 の繊 細 な自 然 と季 節 を表 現 することにあるという原 点 に戻 ると、人 工 的 す

ぎる。そこでどんな工 夫 が効 果 的 か？みなさんそれぞれチャレンジしてみて下 さい。私 の場 合 は

こんな「手 抜 きをしてみたりしています。 

 

(１)花 期 の長 い植 物 を多 く、そして季 節 感 の強 い植 物

を少 な目 に組 み合 わせる 

  ＊ルドベキア・バーベナ・ランタナ＋シュウメイギク 

〔写 真 〕左 ：ルドベキア 右 ：シュウメイギク 

 

 

(２)宿 根 草 ・常 緑 樹 を主 体 としながら一 年 草 を加 える 

＊バコバ・クリスマスローズ・タイム＋ビオラ・ヒデンス 

〔写 真 〕左 ：クリスマスローズ 右 ：ビオラ 

 

 

(３)毎 月 の茶 花 を一 つ取 り入 れてみる 

＊１～３月  スイセン・アオモジ・オーバイ 

＊４～６月  ユキヤナギ・クレマチス・ヤマアジサイ 

＊７～９月  トラノオ・マツムシソウ・ワレモコウ 

＊10～12 月  ホトトギス・シロワビスケ・ロウバイ 

〔写 真 〕左 ：ワレモコウ 右 ：ホトトギス  

 

 

(４)長 生 きする植 物 を多 めに、そして少 なめの短 命 の

植 物 を組 み合 わせる 

＊ランタナ・チェリーセイジ・ルリマツリ・ローズマリー・

エリゲロン＋ニオイスミレ・ミヤコワスレ 

〔写 真 〕左 ：ランタナ 右 ：ミヤコワスレ 
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２．バルコニーガーデンを 
素敵にするコツを身につけよう 

 

 

■バルコニーガーデンの例 
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D 

F 

E 

G H 
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２-１．バルコニーの空間・環境を考える 
 

１．バルコニーの機能を第一に考えて 

防 災 上 のチェックとして、避 難 通 路 の確 保 が大 切 です。また、

バルコニーは生 活 のために必 要 な場 所 です。通 路 や洗 濯 物 を

干 すなどの基 本 スペースは確 保 します。また、エアコンの室 外 機

が設 置 される場 合 がありますが、使 用 時 にここから吹 き出 す風 は

植 物 には好 ましくありません。少 し離 して設 置 しましょう。 

 

２．近隣への配慮を忘れずに 

薬 剤 や肥 料 の取 り扱 いには十 分 な気 配 りを。コンテナをすっ

ぽり覆 うビニール袋 の中 で散 布 すれば、薬 剤 が飛 び散 らず、薬

の効 果 も上 がります。においの強 い肥 料 の取 り扱 いにも注 意 し

ましょう。 また、水 やりや土 ぼこりの多 い掃 除 の場 合 は軽 く散 水

するなど、近 隣 への配 慮 を忘 れずに。 

 

３．風当たりを考慮して 

風 当 たりが強 い場 合 は、コンテナが乾 きやすく、強 風 でせっかくの花 が台 無 しということも。フ

ェンスにトレリスを取 り付 ける方 法 もあります。ハンギングバスケットなどしっかりと固 定 させます。

強 風 の時 は、床 に置 いたり家 の中 に非 難 させてあげましょう。 

 

４．乾燥しやすい環境 

乾 燥 しやすいバルコニーでは、庭 でコンテナ栽 培 する時 以 上 にしっかり水 やりを。コンテナの

土 の乾 き具 合 をこまめにチェックします。コンテナ内 で水 が蒸 れないように午 前 中 の水 やりを早

朝 にしたり、土 が乾 いていれば夕 方 にもう一 度 水 を与 えるなど。気 温 の上 昇 が激 しいときは床

に打 ち水 をするのも効 果 的 です。 

 

５．日当たりの変化 

 ベランダの日 当 たりは、季 節 や向 きによって大 きく変 わります。日 の差 す場 所 へコンテナの位

置 を変 えてあげましょう。また、バルコニーの床 はコンクリートのため、夏 は熱 を吸 収 し気 温 が上

昇 します。また冬 は光 が当 たらない場 合 冷 え込 みます。床 にウッドデッキを敷 いたり、コンテナの

下 にレンガを置 いたりする工 夫 を。 

 

 

 南 面  西 面  
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２-２．バルコニーガーデン成功のコツ 
 

１．植え替えは？ 

植 え替 えはひと回 り大 きな鉢 に植 えるのが理 想 ですが、

ベランダの場 合 は、根 の手 入 れをして、新 しい土 を加 えてか

ら元 の大 きさの鉢 に戻 す方 法 があります。 

 

 

２．ベランダの排水口を詰まらせないように 

花 がらや枯 れ葉 などは、排 水 口 のネットを二 重 にすれば、ほとんどカバーできます。また、水

やりをするときにコンテナから流 れ出 る土 は、受 け皿 などを使 い、たまった水 を別 のコンテナに戻

せば土 の流 出 は防 げます。 

 

 

３．菜園を簡単につくる方法 

大 根 、長 ねぎ、じゃがいもなどの根 菜 類 は土 の中 で育 つ

ため、ある程 度 の量 の土 が必 要 です。 

大 きく深 いコンテナが置 きにくいバルコニーでは、ポリ袋 を

利 用 するのがおすすめ。袋 の底 の両 隅 に水 ぬき穴 を作 り、

土 を入 れて動 かないように固 定 すればできあがり。10ｋｇ入 り

の米 袋 などが最 適 です。 

 

 

４．旅行中・留守中の水やりは？ 

比 較 的 短 期 間 、留 守 にする場 合 は手 軽 な給 水 グッズで済 ませることもできますが、５日 以 上

家 をあけるときなどは、自 動 給 水 装 置 がおすすめです。ベランダ用 としては、電 源 のいらない電

池 タイプがあり、給 水 ロープを各 コンテナに差 し込 んで、タイマーを入 れておけば完 璧 です。 
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土のリフレッシュ ························································  
 

古い土を再生してみましょう 

古 くなった土 は、排 水 や通 気 性 が悪 くなり、病 菌 や害 虫 の卵 があったりします。そのまま使 う

のは植 物 にとって好 ましくありませんが、上 手 に再 生 すると、上 質 な土 によみがえらせることがで

きます。鉢 やプランターの古 い土 は、捨 てないでリフレッシュさせてあげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枯 れ た 草 花 の 茎 は 、 株 元

から切 る 

雨 の当 たらない日 なたに置

いて、乾 燥 させる 

シ ー ト の 上 に 土 を 出 し て 、

シャベルで崩 す 

土 をふるい（５ｍｍ）にかけ

て、根 やゴミを取 り除 く 

ふるった土 はシートに広 げ

て日 光 に当 てて数 日 間 よく

乾 かす 

ビ ニ ー ル 袋 に 入 れ て 保 管

する 

再 び 使 用 す る に は 必 ず 消

毒 す る 。 真 夏 の 太 陽 熱 で

消 毒 するのが簡 単  

再 生 用 土 に ３ 割 ほ ど 腐 葉

土 を混 ぜる 

腐 葉 土 を 混 ぜ た 再 生 土 ７

と培 養 土 ３を混 ぜて使 う 

５ 

２ ３

４ 

１ 

６

７ ８ ９

ビ ニ ー ル 袋 の 口 を し
め 、 直 射 日 光 に １ ０
日 以 上 さらす 

ビニール袋 1/3
程 度 土 を 入
れ、土 を軽 く握
る と か た ま り に
な る く ら い 水 で
湿 らせる。 

腐 葉 土  

消 毒 した 
再 生 土  

元 肥  

元 肥  

再 生 土 ７：培 養 土 ３ 
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２-３．バルコニーガーデンのアレンジ 
 

１．トレリスでベランダの雰囲気をセンスアップ 

 ・ベランダの無機質な雰囲気を温かいイメージに変え、おしゃれに演出 

 ・立 体 的 な花 や緑 のディスプレイ 

 ・日 差 しを和 らげるシェード代 わりに 

 ・風 の強 い場 所 なら、部 分 的 な風 よけとして 

 ・エアコン室 外 機 のカバーの役 割  

 

 

 

２．床のマテリアルでイメージが変わります 

 ・ウッドデッキ 

 ・ウッドパネル 

 ・タイル・レンガ 

 ・タイルパネル  

 ・プラスティックパネルなど 

 

 

 

３．ツールを効果的に使って 

 ・ベンチ 

 ・テーブル 

 ・水 鉢  

 ・木 製 ・アンティークグッズ・ろうそく 
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ガーデニングのコツ ··················································  
―いつでも誰でもできることから― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バルコニー、窓 辺 を生 かす「自 給 自 足 」への一 歩  

 

 

 

 

  

茶 色 に 変 色 し て い

る４～５枚 の葉 をハ

サミで切 り戻 し 

枯 れ た ツ ル バ ラ の

花 の少 し手 前 の枝

をカット 

ビ オ ラ の 花 が ら を ５

～６枚 摘 む 

土 の表 面 の乾 き具

合 を確 認  

全 体 の バ ラ ン ス を

眺 め、 雰 囲 気 の確

認 。週 末 の手 入 れ

の作 戦 を。 

葉 が 変 色 し て い て

周 辺 に ア ブ ラ ム シ

発 見 ！ 歯 ブ ラ シ で

落 とす 
ツルバラの細 かく枝

分 かれの多 い部 分

を刈 る 

ビオラが広 がってい

るので２株 間 引 く 

枯 れた千 日 小 坊 を

抜 いてビオラ２種 を

移 植  

 
 

水 やり 10 分  

ある日の５分（例） 

ある週末の 30 分（例） 
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２-４．寄せ植えコーディネートの基本ルール 
 

１．植物の決め方  

(１)植 え込 み植 物 の特 性 を知 る 

①性 質 の似 た植 物 を選 ぶ 

②どこに置 くのか決 める 

③開 花 時 期 の長 い植 物 を選 ぶ 

 

(２)植 物 の成 長 する姿 をイメージする 

①まっすぐ伸 びて背 丈 があるもの 

②こんもりと横 に広 がってボリュームが出 るもの 

③垂 れ下 がるもの 

 

２．センスアップさせるテクニック（例） 

(１)カラーコーディネートを考 える 

①１色 でまとめる 

②２～３色 の同 系 色 の組 み合 わせ 

③補 色 関 係 の２色 を組 み合 わせる 

 

(２)グリーンを上 手 に組 み合 わせる 

①主 役 の花 を引 き立 てる葉 のもの（グリーン）をあしらう 

②ナチュラルな雰 囲 気 を演 出 するのにグリーンをバランスよく組 み合 わせる 

 

(３)一 年 中 楽 しめる花 木 を主 役 にする 

 

(４)コンテナとのバランスを考 えて植 え込 む 
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３．植え付け 

（１）最 低 限 必 要 な道 具  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ポット苗 の選 び方  

ともに右 がよい苗 、左 が悪 い苗 。茎 の根 元 が太 く

安 定 感 があるか、茎 に勢 いがあるか、花 の色 が濃

いかをチェックします。 

 

 

（３）根 が回 っていたら （４）ポット苗 の植 え込 み方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずこれだけあれば大 丈

夫 。移 植 ゴテ、バット（土

と肥 料 を混 ぜる、土 の一

時 保 管 などに）、ジョウロ

と霧 吹 き、ハサミ（花 がら

摘 み や 剪 定 に ） 、 グ ロ ー

ブ （ ト ゲ の あ る 木 の 手 入

れのほか、土 で手 を荒 ら

さないためにも） 

水 は け を よ く す る た め に 鉢 の

底 に 敷 く 鉢 底 石 （ ゴロ 石 ） と、

ブレンド済 みの市 販 の草 花 用

培 養 土 。慣 れてくれば基 本 用

土 で土 づくりを。  

根 が十 分 に張 れる大 きさの鉢

を用 意 。一 般 的 には水 はけが

よく根 腐 れの心 配 が少 ない素

焼 きの鉢 がいい。底 穴 は鉢 底

ネットでふさぎます。  

ポ ッ ト か ら 抜 く と

根 が 回 っ て い た

マリーゴールド  

根 鉢 の 底 に ハ サ ミ

で十 文 字 に切 り込

みを入 れます。  

無 理 に引 っ張 らず

に 、 手 で ほ ぐ し 開

いていきます。  

鉢 底 ネットで穴 をふさ

ぎ 、 鉢 底 石 （ ゴ ロ 石 ）

を 1/5～1/6 程 度 敷

きます。この上 から元

肥 を 加 え た 土 を 、 苗

が 十 分 入 る 高 さ を 残

して敷 きます。  

後 に鉢 底 から水 が流

れ る ま で 、 た っ ぷ り 水

やりを。根 付 くのを待

っ て 、 一 週 間 ほ ど 半

日 陰 に 置 き 、 水 ぎ れ

にならによう注 意 を。  

苗 はポットから静 かに

引 き抜 き、根 が広 がり

や す い よ う 軽 く ほ ぐ し

ま す 。 根 が 弱 い 花 の

場 合 、 土 は 崩 さ な

い 。 根 を 傷 つ け な い

ように注 意 を。  

鉢 の 真 ん 中 に 苗 を 置

き ま す 。 鉢 は 苗 よ り ひ

と 回 り ほ ど 大 き い も の

を 。 大 き す ぎ る と 根 が

伸 び ず 過 湿 に な る の

で徐 々に大 きな鉢 に。

苗 と 鉢 の す き 間 に 土

を入 れます。鉢 の高 さ

ギ リ ギ リ ま で 入 れ ず

に 、 水 の た ま る ス ペ ー

ス を 残 す こ と 。 土 を 手

で 押 さ え て 落 ち 着 か

せます。  

根 付 い た ら 日 当 た り

の よ い 場 所 に 移 動 し

て。１～２週 間 に一 度

は液 肥 を。 液 肥 は薄

い も の を 回 数 多 く 与

え る 方 が 効 果 的 。 水

やりは乾 いたらたっぷ

りと。  
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より美しく、元気にするために～ふだんの手入れ～ 

 

ガーデンがよりよい姿 に育 っていくためには、適 切 なメンテナンスが基 本 です。 

手 入 れのうち、シーズンのポイントでするべき樹 木 の剪 定 、病 害 虫 防 除 、施 肥 といったことは

専 門 的 なことも含 まれるので、またゆっくり相 談 します。 

でも、ふだんからマメに手 を加 えることで、見 違 えるほどすてきなガーデンになっていきます。

楽しみながら、花木を見つめ、語り合いながら、誰でもできる、そして効き目のある手入れのコツとは？ 

 

●花がら摘み 

咲き終わった花を摘みとります。見た目がきれいな

だけでなく、株の老化や害虫を防ぎ、二番花

を咲 かせ、花 期 を長 く楽 しむことができます。 

 

●切りもどし 

花 が一 通 り咲 き終 わった後 や、生 長 しすぎて乱 れて

きた時 、植 物 により夏 ・冬 など過 ごしにくい季 節 を迎

える前 、短 くカットします。花 つきを回 復 させ、勢 い

のよい新 しい芽 が伸 びてきます。 

 

●雑草抜き 

雑 草 はせっかく育 てようとしている草 木 の栄 養 を横 取 りし、根

を張 るジャマをするので、「生 えたら抜 く」こと です。それも根

こそぎ抜 かないと 意 味 がありません。ただし、なかには野 草 と

して残 してもいいもの、「本 物 」と区 別 がつかないものもありま

す。少 なくともイネ科 の雑 草 は強 すぎるので抜 きましょう。 

 

●水やり 

根 がしっかり張 るまでの地 植 え、そしてコンテナガーデンには水 やりが必 要 となります。ただし、

水 のやりすぎ、少 なすぎのいずれも困 ります。土 の表 面 がかわいたら、たっぷりやって下 さい。

目 安 は、夏 は１～２日 に１回 、春 ・秋 は週 ２回 、冬 は週 １回 くらいです。 

 

●補植・移植 

植 物 は生 きものだから、弱 ったり、ときには枯 れたり、逆 に強 いものが広 がったりします。そのく

りかえしと共 に、ガーデンが成 長 していくと考 えて下 さい。シーズンごとには株 分 けしたり、新

しい株 を加 えたりするのもガーデニングの楽 しみです。 

 

●健康チェック 

時 間 があれば、できるだけ日 々の観 察 がおススメです。植 物 の育 ちぶりが読 み取 れ、自 然 と

「植 物 学 」が身 につきます。そして、土 の乾 き具 合 、花 や葉 の枯 れ方 、病 害 虫 の兆 候 など、

変化がキャッチできます。ＳＯＳを感じたら、その場でやれること、プロに相談することをお考え下さい。 


